
の
…
•
り
．．
 

0
゜
可
ト
ン
叉
は
端
数
ご

と
二
百
育
百
円

②

乗

甲

自

動

車

以

外

の

自

動

車

車

両
総
重
量

T
ド
ン
以
下
の
も
の

．．． 

・

・

・

ニ

千

可

百

円

法

務

省

で

は

、

毎

年

十

二

月

四

日

不

法

な

侵

害

か

ら

国

民

を

守

り

そ

の

囮
二
論
の
小
型
自
動
車
（
実
際
に
か
ら
の
一
週
間
を
「
人
権
擁
護
週
間
」
救
済
を
図
る
た
め
の
機
関
、
そ
れ
が
次
の
日
程
に
よ
り
老
人
健
康
診
査
を
行

は
殴
と
ん
ど
た
い
）
・
・
・
・
・
・
千
五
百
と
名
う
っ
て
、
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
「
人
権
擁
護
機
関
」
で
す
。
こ
こ
で
な
い
注
す
。

円

り

か

、

基

本

的

人

権

を

尊

重

す

る

気

は

個

人

の

人

権

が

侵

さ

れ

な

い

よ

う

六

十

五

才

以

上

の

老

人

を

対

象

に

間

診

c
腟

自

動

車

持

ち

を

身

侭

つ

け

る

よ

う

呼

び

か

け

予

防

し

、

も

し

侵

さ

れ

た

と

き

は

速

打

診

、

尿

検

査

、

血

圧

測

定

、

心

電

図

、

m
二

輪

以

外

の

も

の

（

排

気

量

三

て

お

り

注

す

。

や

か

に

そ

の

救

済

に

の

り

た

す

ぺ

く

生

活

指

導

等

を

実

施

し

注

す

の

で

、

該

当

六

n
c
c以
下

の

乗

用

車

、

ラ

イ

人

権

と

は

、

わ

れ

わ

れ

人

閻

が

こ

眼

を

光

ら

せ

て

お

り

ま

す

。

者

は

、

ぜ

ひ

受

診

し

て

く

だ

さ

い

。

な

森

ト

バ

ン

等

）

七

千

打

百

円

の

社

会

匹

生

れ

て

く

る

と

同

時

忙

持

老

人

問

退

、

交

通

事

故

、

公

害

、

健

康

料

は

無

料

て

す

。

自

動

車

の

走

行

は

、

道

路

の

建

設

、

二

、

納

税

乾

務

者

図

二

輪

市

（

排

気

景

―

二

百

c
c
っ

て

い

る

人

間

と

し

て

生

存

し

て

ゆ

そ

の

他

眉

を

ひ

そ

め

る

問

鴻

の

中

匹

記

改

良

、

維

持

を

は

じ

め

と

し

て

、

社

会

車

検

を

受

け

る

人

、

お

よ

び

新

車

招

二

可

O
c
c
以
下
の
オ
ー
ト
バ
（
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
権
私
達
は
埋
も
れ
て
い
主
す
。
わ
た
し

0

岩

谷

小

学

校

十

一

月

二

十

四

日

陀

多

く

の

費

用

を

も

た

ら

し

て

い

主

す

。

の

軽

自

動

車

の

届

出

を

す

る

人

。

イ

）

四

千

円

利

て

あ

り

ま

す

。

つ

ま

り

人

間

が

、

達

個

人

個

人

が

お

互

い

の

人

権

を

尊

午

後

一

時

半

ー

三

時

ま

で

注

た

、

近

年

ま

す

ま

す

増

加

す

る

自

動

三

、

税

率

囮

、

非

課

税

幸

福

な

生

活

を

す

る

た

め

匹

必

要

な

重

し

合

っ

て

、

他

人

に

迷

惑

を

か

け

0

大

谷

小

学

校

十

一

月

二

十

六

日

車

匠

伴

い

、

こ

れ

ら

、

道

路

そ

の

他

の

税

率

は

、

そ

の

名

の

示

す

よ

う

陀

、

0

大

刑

時

殊

自

動

車

権

利

で

あ

り

、

す

べ

て

の

人

が

生

れ

て

は

な

ら

な

い

。

進

ん

で

人

に

喜

こ

午

後

一

時

半

か

ら

三

時

注

て

杜
今
資
郎
の
整
備
充
実
に
対
す
る
要
請
自
動
車
の
区
分
別
に
そ
の
貢
骨
応
じ

0

す

て

匠

車

両

番

号

を

受

け

た

こ

と

な

が

ら

忙

し

て

与

え

ら

れ

た

侵

す

こ

は

れ

る

よ

い

こ

と

を

し

よ

う

、

こ

の

。

止

山

小

坪

校

十

一

月

三

十

日

が

強

く

、

交

通

問

題

は

、

今

や

広

範

忙

て

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

の

あ

る

岬

自

動

車

。

と

の

て

き

な

い

永

久

の

権

利

て

あ

り

気

持

ち

vc徹
し
て
こ
そ
、
明
る
い
住
午
後
一
時
半
か
ら
一
一
一
時
ま
て

わ
た
り
、
そ
の
対
策
が
い
そ
が
れ
て
い

A

検
査
証
有
効
期
間
二
年
の
も
の

0

醜

時

検

杏

の

結

果

、

返

付

を

受

け

注

す

。

み

よ

い

社

会

が

つ

く

れ

る

も

の

と

信

0

予
子
林
、
中
津
、
鹿
野
川
地
区
は
実
施

走

す

。

い

乗

用

自

動

車

（

自

家

用

乗

用

車

ろ

自

動

車

検

杏

証

の

有

効

期

間

が

、

基

本

的

人

権

は

、

固

民

の

ひ

と

り

じ

ま

す

。

ー

済

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
自
で
車
令
十
年
以
下
の
も
の
）
検
杏
前
の
有
効
期
間
か
ら
延
長
さ
．
び
と
り
が
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
~

洵
外
引
揚
者
の

動
車
重
量
税
と
い
う
国
税
が
創
設
さ
れ
、
車
量
重
量

0
•
五
ト
ン
以
下
の
も
の
れ
た
い
自
動
車
。
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
・
都
谷
文
雄

・

み

な

さ

ん

へ

．．．．．．．．． 
百

千

円

百

、

納

付

方

法

．

注

す

。

し

か

し

、

ひ

と

た

び

人

権

が

．

飛

野

虎

生

十
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な

り

注

し

た

。

車

両

重

量

〇

鬱

百

ト

ン

を

超

え

る

も

車

検

や

届

出

の

際

匠

、

原

則

と

し

侵

害

さ

れ

た

場

合

、

個

人

の

力

だ

け

外
地

ve
（
終
戦
日
（
昭
和
二
十
年
八
月

一

ぉ

し

ら

他

一

＋

喜

）

注

で

引

続

昏

一

年

以

上

お

ら

れ

こ
の
税
命
は
、
交
通
関
係
の
中
で
も
、
の
：
・
…

・
:
0
e
百

ト

ン

叉

は

そ

の

端

て

、

運

事

務

所

へ

納

付

す

で

そ

の

救

済

は

困

郁

で

す

。

そ

こ

で

．

特

に

道

路

の

建

設

、

改

良

、

維

持

等

の

数

ご

と

忙

百

千

円

だ
め
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
．
切
乗
用
自
動
車
以
外
の
自
動
車
—
ー
た
力
て
、
終
戦
後
引
揚
げ
ら
れ
た
方
々
や

す

か

ら

、

税

金

の

負

担

匠

つ

い

て

は

、

（

放

送

宣

伝

車

等

）

リ

ク

滲

時

を

床

‘

'

さ

＇

は

た

よ

的

気

°

一

、

乳

児

健

康

相

談

・

外

地

で

終

戦

彼

抑

留

中

ま

た

は

引

揚

後

死

テ

性

の

3

巻

＇

く

ら

み

配

を

い

時

蒸

一

般

の

納

税

者

よ

り

も

、

自

動

車

の

使

車

両

総

重

量

一

ト

ン

以

下

の

も

の

…

フ

仮

オ

～

せ

に

早

は

や

心

患

な

一

る

十

一

月

二

十

九

日

午

徒

一

時

亡

さ

れ

た

方

の

ご

遺

族

爬

、

昭

和

四

十

二

,

4

2

た

め

も

ら

は

ど

疾

ら

も

い

・

ー

三

時

走

で

年

か

ら

引

揚

者

特

別

交

付

金

を

交

付

し

て

用
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
方
が
よ
り
公
平

．．．．．．． 
万
千
円

頭

づ

～

後

い

た

脈

は

作

筏

の

い

布

て

に

か

な

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

い

車

両

総

重

景

一

ト

ン

を

超

え

る

心

の

喉

の

2

寝

わ

の

。

と

発

れ

ど

は

湿

れ

公

民

餡

お

り

ま

す

が

、

主

だ

請

求

し

て

お

ら

れ

な

C
4

る

＇

就

か

難

す

か

と

。

そ

の

の

混

わ

ぅ
観
点
か
ら
、
必
要
最
小
限
度
の
負
担
．
．
．．． 

。
•
…
-
ト
ン
叉
は
端
数
ご
と
百
千
ヵ
該
当
者
い
引
揚
者
の
力
々
は
、
早
目
に
住
民
課
注

生
後
ニ
ヶ
月
か
ら
十
ニ
ケ
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

作
い
ろ
。
た
困
注
る
る
す
＇
，
風
の
た
~

発

て

こ

い

う

吸

み

た

す

で

れ

鼻

注

。

ど

行

を

、

自

動

車

の

使

用

者

（

所

有

者

）

に

円

の
似
い
す
よ
呼
し
う
も
徴
ら
は
窟
す
の
ら

5

月
主
で
の
赤
ち
ゃ
ん
。
•
こ
の
請
求
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三

し

や

る

い

苦

ど

間

特

え

て

す

で

＇

か

す

．

求
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
．
固
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
排
気
景

そ

く

す
C

二
百

O
c
c超
え
る
も
の
）

．．．．．．．．． 

，

ょ

°

げ

り

え

ど

変

，

時

が

考

し

に

切

は

昔

で

そ

の

他

希

望

者

十

一

日

ま

て

と

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

外

で

匠

す

は

こ

筏

ひ

大

り

2

の

と

と

室

大

忙

＇

の

二

、

妊

婦

健

康

相

談

[

地

で

お

ら

れ

た

事

実

を

確

か

め

る

調

査

や

、

こ
の
自
動
車
重
量
税
の
概
要
は
次
の
~
…
三
千
円

種

）

ま

の

お

が

＇

て

た

～

る

の

防

寝

が

含

し

も

通
り
で
す
。

B

検

査

証

有

効

期

間

一

年

の

も

の

一

プ

れ

り

に

犬

れ

つ

に

1

お

も

予

。

と

と

す

い

十

二

月

十

六

日

午

後

一

時

資

料

を

あ

つ

め

た

松

、

認

定

後

国

債

を

発

一

、

課

税

対

象

[

い

乗

用

自

動

車

（

タ

ク

ジ

1
、

レ

の

ツ

わ

変

供

に

す

が

色

'

た

の

，

と

こ

む

吉

た

ー

三

時

ま

で

o

行
す
る
手
続
登
等
の
た
め
ヽ
相
当
の
日
時

[
を
要
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
の
方
は
、
お

炎

ル

い

り

子

急

か

上

紫

が

匠

性

が

こ

く

こ

り

が

．

検
査
自
動
車
（
車
検
を
受
け
る
自
~
ン
タ
カ
！
等
）
頭
ク
も
移
の
＇
が
含
は
す
う
一
ん
く
ぉ
窒
あ
て
．
公
民
館

喉

性

と

の

質

て

声

起

る

ま

ょ

ギ

せ

お

て

せ

が

捨

．

（

妊

娠

届

書

を

だ

し

て

．

そ

く

と

も

本

年

十

二

月

末

頃

す

で

匠

請

求

性

真

プ

候

体

っ

＇

に

び

れ

の

ル

主

て

し

く

果

も

．

動
車
）
と
届
出
軽
自
動
車
（
陸
運
事
・
車
量
重
量
〇
命
在
ト
ン
以
下
の
も
の
．

急

（

ッ

気

性

た

て

上

ち

な

と

レ

り

し

に

強

効

入

．

な

い

方

、

始

め

て

診

察

・

し

て

下

さ

い

。

務
所
忙
届
け
出
て
車
両
番
号
の
指
定
~

．．．． 
o

．
]
-
＇
．
千
百
百
円

を
受
け
ら
れ
る
方
は
印
~

鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。
．

を

受

け

る

軽

自

動

車

）

車

両

重

量

0
R
可
ト
ン
を
超
え
ろ
も

i

ア

ル

出

間

し

の

く

せ

も

ア

い

お

う

に

吸

自
動
車
重
量
税
が

十
二
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

塁
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人

権

擁

護

週

間

を

迎

え

て

老
人
健
康
診
査
の

実
施
に
つ
い
て
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0月 5日

6日

7日

8日

1 0日

1 1日

2日
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よ
り

時
ま
で

｀
支
払
日

金
曜
日

（
そ
の
目
が
休
日
の
と
ぎ
は
そ
の

前
日
）

（町内各所），

←ー→ぬr 虻｛ヽ 99 、-l 1、1r 

（予定） ｛ 
肱川町立学校

ン'

日R曜

献
ヽ

ゆで宝子

立名

みそ汁

辺

＜ 

じゃがいも

白米

なる 血や，

卵豆腐

鶏肉卵

スモークミート粉チーズ

豆腐油あげみそ

か主阿こてしぶらチーズ
ー•-…

白身魚卵 ＇ 

1.5m~2.lm ::5冒；；l上

雑バルプ材

1.5m~2.1m 

未口6Cm上

5 l 20円00銭

県森連しいたけ共販売所に於け

る相場

1. 入札の月日

S 4 6. 1 1息

2. 

3. 

1 1月17日。 11月27

日です。 5日前に出荷しでFさな

1 2月7日］ 6日
...... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

は

、

昭

和

四

十

一

月

[

が
は
じ
ま
り
注
す
。
こ
の
~

、
次
の
要
件
に
あ
て
は
主
っ
て

[
い
あ
と
き
に
さ
れ
ま
す
。

[

＋

八

の

を

昇
の
附
士
、
予
銀
行
鹿
野
川
．

｀
出
暉
所
の
靡
止
陀
伴
い
、
町
全
計
の
支

~
払
市
粋
尻
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
ら
な
り

i

寸
し
だ
。
そ
こ
で
町
て
は
、
支
払
わ
日
ぃ

を
決
め
て
、
齊
金
を
準
佃
し
、
集
中
的

[
支
払
い
を
す
ろ
こ
と
忙
よ
り
皆
さ
ん
の

．
 

．
 サ
ー
ビ
ス
舛
め
た
い
と
思
っ
て
ih)
注，，す。．

僻
、
支
払
日
、
時
間
は
左
記
の
と
お

~
り
で
ナ
，
。
力
を
お
古
す
。
[

食センター

価

下物

人
以
上

町
会
計
の

い
は

週
二
阿
尻

7
 

円

円

円

0

4

0

 

0

8

0

 

0

9

3

 

4

2ゃ
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概要

上香信 3.300~4,000円

並香信 2,700,_, 3,300円

中肉巻変形 2,700円中心

小バ。ジャミ

1.800,.._, 2,300 

600 ~ 1、500

゜

ムーンパイ油じゃ力いも

7
-
8
-
9
-
峰
_
汀

-4

汀＿6
-

言＿
1
-

竺
言

1

-

1

1

1

1

2

2

2

2

2

 

タダ

ンみそ汁

チーズ

Jレソ芸スココァ

ナー くだもの

チーズバン

なとう

うどん

油マヨネーズ

さつまいもさ

じゃがいもマ

中華そば

人参

人参玉ねぎ キャペッ

もc

ねぎ

満
の
こ

も
が

二
人
以

焼きそば

おでん風煮 CLCココア

せ丸さいくだものパンのり

親子煮

白至もち

ス

リンピース

わかめねぎ
～ ＼ 一

人参王ねぎもやしねぎ

ひじ昏人参グリンビース

ーズ 1人参予ね苔スィーiコーン

人参白菜グリンピース

グリンピース

（

扶

養

親

族

万

人

の

二

0
0万

,'~I~ ~
吋
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

；
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
認

：
定
請
求
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

養
育
し
て
お
り
そ
の
う
ち
一
人
以
上
”
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

が
義
務
教
育
終
了
前
（
当
初
は
五
才
る
方
は
至
急
住
民
課
陀
印
鑑
持
参
の

未

満

で

す

が

段

階

的

に

拡

大

さ

れ

て

：

上

お

申

し

い

。と
三
公
社
に
勤
め

な
お

て

い

る

勤

め

先

忙

申

し

出

い
き
ま
す
）
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。
~

]
-
、
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
一
定
額
[
て
下
さ

ヘ
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くらしに力を一農協貯金

＿／冒茶
樹

栽

培

に
だ

つ

い

て り

=し 1,．

ぷ4る， II、20

農協愛媛県信連

積立

利率

貯

年

年

金

4.0 o/<。
5. 8 5 %の組合わせ

0精金のお楽しみと定期貯金の有利さを組合せた

貯金です。

〇あなたの目的た合せてお選び下さい。

1年璃期 2年旅崩Ji碑囀1 4伍瀾期 5郷

1. 000 12.260 25,237 38,973 53,513 68, 

2.000 24.520 50,474 77. 947 107,027 137, 

3. 000 36, 780 75,711 116,920 160,540 206, 

5.000 61. 300 126,186 194,867 267,567 344, 

8.000 98. 080 201,897 311. 788 428,107 551, 

10.000 122. 600 252,372 389,736 535, U5 689, 

15. ooo 183,900 37,8, 558 584. 603 802,702 1.0331 

゜o 1000円の整数倍ならいくらでも加入で登注す。

この筏かフラワー精立定期貯金など有利な貯金をとりそろ

えておりますので，姦気軽に農協窓口へご相談下さい。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．^．．．．．．．．． 

こ言 1 2月分

集配予定日

ゆとりをつくる

農協貯金ごあんない

共預入れ 1年定期貯金

元□三両， 5・0万円

1年後 1 105,8 5f2925 0 

2年後 1 1 2.0 1 2 I 5 6 0.2 1 1 

3年後 1 1 8,5 9 6 1 5 92,9 8 3 

4年後 125,5331627,672 

後 13 2,8 7 6 j 6 ・4 4,3 9 0 

6年稜 140,6491703.256 

7年後 148,8 76 744,3 9 6 

8年後 15 7,5 8 5i 787,9 4 3 

9年後 16 6.8 0 3 8 34,0 3 7 

1 0年後 117 6,5 6 01 88 2,8 2 8 

109,150 

119,137 

130,038 

定期貯金

0お利息の最も高い貯金で利植忙最適です。

0種類とお列息は次の通りです。

巳巴二］il 4. 1 q。 .1 0万円でお利息 1.025円

| 6カ月定期I年利 5. 1’゚ー。 1 0万円でお利息 2,550円

ぃーカ年定期 I年刹 5.8 5q。 1 0万円で姦利息 5,850円

［戸戸歪訓年利 6.1 7。 1 0万円；；五贔，， 150円- - - 。
(3カ月） （6ヶ月） （1年） （1年半）

自動経続定期貯金

‘0この貯令は溝期日になりますと利息を元金に加えた金額で，

自動的匠継続されてゆく貯金です。

清期のつど書替する必要がありませんので非常に便利です。

0 自動継続匠するとこんなふえてい含ます。 単位：円
1 1.  

1年 6か月定期貯金

] 0万両丁―50万円

545,750 

595,686 

650,191 

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

肱

川

農

協

年

末

目

標

六

億

七

千

万

[
暖
房
器
具
は
上
手
に
使
い
注
し
ょ

。
う

i

家
庭
用
暖
房
器
具
の
普
及
は
農
村

i

忙
お
い
て
も
高
く
な
っ
て
、
皆
さ

[
ん
種
々
様
々
の
器
具
を
使
っ
て
必

：
ら
れ
ま
す
が
、
取
扱
を
間
違
え
吐

i

す
と
大
変
匠
大
ぎ
な
事
故
原
因
に

•
も
左
り
主
す
の
で
、
取
扱
い
説
明

書
等
を
良
く
続
ん
で
使
用
さ
れ
た

．
い
。
と
か
く
寒
さ
が
厳
し
く
な
り

・
主
す
と
、
部
屋
を

r
切
る
様
に
な

り
ま
す
が
、
プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
を
使

[
用
す
る
湯
沸
器
、
ガ
ス
ス
ト
ー
プ

・
コ
ン
ロ
等
は
燃
焼
の
際
に
は
多
箪

．
の
空
気
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、

~
新
し
い
空
気
を
送
ら
ね
ば
な
ら
左

[
い
し
、
・
石
油
ス
ト
ー
プ
の
場
合
は

t

~
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
て
人
体
に
一

」
害
を
加
え
主
す
c

こ
の
様
な
こ
と
＿

~
は
皆
さ
ん
す
で
に
ご
存
知
で
あ
り
―

注
す
が
、
案
外
実
行
さ
れ
て
い
な
～

い
実
状
で
あ
り
注
す
。
器
具
は
完

全
匠
整
備
し
て
中
毒
事
故
、
火
災
事
故
発
生
陀
は
充
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

141.9 3 6 

154,923 

169,098 

709,683 

774,618 

8 4 5.4 9 5 

ニニニニ

+++++++ 
八百三一六四一九 七二
日日日日日日日日 日日

醤

油

配

達

予

宗

日

三
日
（
全
）
大
谷
方
面

十

日

（

金

）

お

や

ぶ

曇

谷

口

十
七
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

二
十
四
日
（
命
）
中
津
。
予
子
林

※ 1年定期貯金（年 5.850'/o),1年 6カ月定期貯金（年6.1o/o) 

へ／―‘^＾/—、 //r/―‘^
火土木火木火土木火木
ヽヽヽヽヽノ＼ー、一ノ・ー、一ヽ—

宇
和
川
南
部

宇
和
川
北
部

大
谷
方
面

谷
口
方
而

月
抹
尾
•
お
や
ぶ

宇
和
川
南
部

宇
和
川
北
部

大
谷
方
而

谷
口
方
而

月
野
竜
•
お
や
ぶ

◎無税計算

冒
購
売
部
よ
り



カ
年
計
画

沖
縄
の
農
業
費
―
二
三
億
円
要
求

地 家 の

-どもの光

介

小
タ
マ
ネ
ギ

ニ
ン
ジ
ン
．

小
カ
プ

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

芽
キ
ャ
ベ
ッ

ジ
ャ
ガ
イ
モ

ス
ー
＇
プ
の
素

材

（
か
ん
づ

前）
の モ

— l 
十小 小十二，--- --

- - - - - - -か
個個個個束本個ん

．．．．．．．．．`ヽ・・・・＊・`．．．．.......................

⑥ 

マ
ヨ
ネ
9
ズ

て
食
べ
る
。

み
の
も
の
を
つ
け

き
し
ま
し
た
。
彼
は
若

'

②

協

同

組

合

陀

お

け

る

婦

人

の

地

位

、

、

十

歳

ま

で

ぃ
い
時
か
ら
こ
の
山
村
に
育
ち
働
き
、
山
~

~
向
上

i

を
姦
り
た
の
は
百
互
十
歳
の
と
き
パ
ク
]

(
)
協
同
組
合
金
融
の
問
題

-

L

 

農

政

の

動

き

[

~
ー
ヘ
三
日
行
っ
た
だ
け
。
ま
た
乗
馬
が
~

の

世

界

平

和

決

議

案

ぃ
農
林
省
は
九
月
三
十
日
、
本

農
家
の
新
規
学
卒
者
の
動
向
“
-
で
あ
り
、
活
発
な
膜
綸
が
展
開
し
た
が
｀
~
，
じ
ょ
う
ず
で
三
年
前
ま
で
乗
っ
て
い
た
[

T

の
沖
縄
農
林
水
産
業
発
展
を
図
る
た

・
い
ず
れ
も
、
原
案
通
り
決
定
し
た
。

i

、
そ
う
で
す
。
今
も
元
気
で
毎
日
果
樹
園

：
め
、
総
額
ー
ニ
三
億
円
に
の
ぼ
る
四
十
＂

農
林
省
は
九
月
三
十
日
、
本
年
三
月
に
[
•
こ
ん
ど
の
中
央
委
員
合
を
通
じ
て
も

i

の
手
入
れ
な
ど
や
っ
て
い
ま
す
。
作

＂
七
年
度
の
予
算
要
求
を
決
め
、
大
蔵
省
~

中
学
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
「
農
家
~
]
っ
と
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
日
本
に
対

i

島
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
保
健
省
実
験
臨
床

D

＂
に
提
出
し
た
。

．
ン
ジ
ン
も
皮
を
む
い
て
タ
テ
ニ
つ

療
法
科
学
研
究
所
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

子
弟
の
新
規
学
卒
者
の
動
向
」
（
四
月
~
{
,
る
期
待
の
大
苔
い
こ
と
だ
。
~

~
沖
縄
の
農
業
は
、
本
土
農
業
に
比
ペ

末
現
在
）
を
発
表
し
た
。
し

J
く
陀

A
A

の
農
業
開
発
は
農
協
た
し
~
．
長
寿
の
不
可
欠
の
条
件
は
適
度
の
筋
肉
．

切
り
忙
し
、
小
カ
プ
は
ク
キ
一
セ

：
生
産
性
が
低
く
、
し
か
も
生
産
甚
盤
の
~

そ
れ
忙
よ
る
と
、
中
学
以
上
を
卒
業
．
←
陀
囲
雛
で
あ
り
、
と
く
に
ア
ジ
ア
で
は
~
労
働
を
す
る
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
．

ン
チ
残
し
て
切
っ
て
皮
を
む
き
、

]
整
備
が
ひ
ど
く
運
れ
て
い
る
。
。

し
た
農
家
子
弟
の
総
数
は
一
ー
三
万
人
．
日
本
の
主
導
力
を
非
常
に
期
待
し
い
る
。
~
こ
の
調
究
で
は
｀
長
寿
者
の
大
多
数
は
"

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
つ
け
根
の
厄
う

・
農
林
省
は
鵞

で
、
前
年
よ
り
三
万
人
（
三
％
）
減
少
＂
．
和
が

I
C
A

の
中
央
執
行
委
負
に
選
出
~
農
村
地
帯
や
標
高
宜

0
0
l

一
五
0
0

・
①
本
土
で
行
な
っ
て
い
る
農
業
施
策
[

し
た
。
主
た
、
卒
業
者
の
う
ち
で
、
自

．

．

 

さ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
~
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
い
主
す
。
ゲ
ル
ジ
＂
か
ら
小
房
匠
切
り
分
け
て
水
に
つ

＂
の
な
か
で
沖
縄
で
も
実
施
す
る
必
要
＂

・

日

本

は

こ

ん

ど

住

宅

委

員

会

、

イ

ン

タ

・

ア

の

長

寿

者

の

三

四

％

は

家

事

一

八

％

け

る

。

i
コ
ー
プ
（
卸
売
）
委
員
会
に
参
加
す
[

□は
自

家

菜

園

さ

五

万

コ

ル

了

一
家
船
業
に
就
患
し
た
ポ
の
は
三
万
二
千
の
あ
る
も
の
は
原
則
と
し
て
こ
れ
を

一
人
で
、
前
年
度
に
比
べ
五
千
人
（
一
四
[•
取
り
上
げ
る
、
そ
の
場
合
政
府
の
補

~
(
3

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
皮
を
む
い
て

p

え
そ
の
他
で
、
い
ま
も
働
い
て
い
ま
す
。

`

）

減

少

し

、

三

月

卒

業

し

た

農

家

子

[

"

る

こ

と

陀

な

っ

た

。

~
助
ワ
ク
匠
つ
い
て
は
特
別
措
置
を
と
}
・
・
大
き
い
も
の
は
四
つ
、
小
さ
い
も

一
弟
（
進
学
者
を
除
く
）
の
中
に
占
め
る
・
る
。
~
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
日
本
の
農
協
の
間
で
~
一
生
活
様
式
陀
標
準
は
な
く
、
た
ば
こ
は

の
は
二
つ
く
ら
い
匠
切
っ
て
水
に

自

家

農

業

就

業

者

の

割

合

は

さ

ら

に

前

二

②

沖

纏

固

有

の

農

業

事

業

は

、

今

後

ハ

チ

ミ

ッ

な

ど

の

輸

入

忙

つ

い

て

話

し

[

"

飲

ま

な

い

方

が

多

い

が

、

愛

煙

者

も

あ

さ
ら
す
。

~
り
、
酒
は
た
し
な
む
程
度
、
菜
食
者
も
[

年
（
七
、
0
%
）
よ
り
低
下
し
て
六
在
[
新
し

S
祝
点
か
ら
積
極
的
に
推
進
す
.
合
ぃ
七
二
年
か
な
独
占
輸
入
す
る
こ
と
~

る

。

一

で

話

合

5

が

つ

ぎ

、

来

年

一

月

協

同

組

＂

．

肉

食

者

も

い

ま

す

が

、

共

通

の

点

は

<

"

③

芽

キ

ャ

ペ

ッ

は

、

つ

け

根

の

部

％
と
た
っ
た
。

"
③
と
く
に
沖
縄
農
業
者
の
生
活
安
定
．
合
貿
易
が
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
o:

だ
も
の
、
野
菜
を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
。
分
匠
十
文
字
の
切
れ
目
を
入
れ
て

．
塩
ゆ
で
紀
す
る
。

水

稲

や

作

柄

や

や

不

良

[

に

必

疫

な

生

産

基

盤

の

整

俯

、

さ

と

9

ふ

フ

ル

ガ

リ

ア

の

農

業

視

察

を

し

た

が

鼻

會

要

す

る

厄

節

度

の

あ

る

生

活

で

｀

ヵ

口

④
た
ぺ
に
水
カ
ッ
ブ
六
と
ス
ー
プ

i

う

を

び

、

畜

産

な

ど

の

生

産

振

興

策

．

印

象

陀

残

っ

た

の

は

、

ア

グ

ロ

イ

ン

ダ

．

リ

ー

は

と

り

す

ぎ

な

い

方

が

い

い

と

い

赤
城
殷
相
は
十
月
一
日
の
閣
議
で
、

i

に
力
を
入
れ
る
方
針
で
あ
る
。
~
ス
ト
リ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
農
エ
ー
ソ
連
に
は
九
十
歳
以
上
の
高
齢
者
氾
[
っ
て
ぃ
芍
す

o

長
寿
者
は
大
体
ょ

v
歩
，

．
の
素
二
個
を
入
れ
、
煮
え
に
く
い

九

月

十

五

日

現

在

の

四

十

六

年

産

水

陸

．

乙

吟

化

）

で

、

広

大

な

農

場

の

中

陀

農

機

・

ニ

十

百

万

人

以

上

、

百

歳

以

上

が

約

二

＂

き

、

楽

天

的

で

、

生

活

を

た

の

し

み

、

・

~
野
菜
か
ら
順
に
入
れ
て
弱
火
で
煮

稲

の

作

柄

観

況

を

報

告

し

た

。

そ

れ

に

・

具

工

場

や

、

か

ん

づ

め

工

場

、

ぶ

ど

う

万

百

千

人

い

ま

す

。

こ

の

う

ち

カ

フ

カ

元

気

で

す

。

よ

る

と

、

本

年

産

米

の

作

付

け

面

積

は

+

/

き
J

し

洒

工

場

な

ど

が

建

設

さ

れ

て

い

る

。

こ

ズ

地

方

陀

七

千

人

、

ロ

ツ

ア

南

部

に

四

[

こ

む

o

水
が
少
な

v
な
つ
た
ら
適

• 

水
稲
二
六
二
万
六
、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
・
｛
れ
は
農
業
発
展
の
た
め
の
工
業
導
入
で
[
~
宜
加
え
る

o

千
人
、
中
央
ア
ジ
ア
喜
一
千
可
百
人
、

5
行

日

本

へ

の

期

待

(
5

最
後
匹
、
芽
キ
ャ
ペ
ッ
と
鴎
肉

ル
で
前
年
よ
り
ニ
ー
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
~
；
あ
り
、
日
本
の
典
エ
一
体
化
陀
も
取
り
：
白
ロ
シ
ャ
と
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
方
に
二

t

」
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
0

:
千
人
｀
ッ
ベ
リ
ア
陀
四
千
人
い
る
そ
う
・

七
％
）
、
睦
稲
六
万
八
｀
；
五

0
0
ヘ
ク
[

か
ん
づ
め
を
汁
ご
と
入
れ
て
一
煮

ク
ー
ル
で
前
年
よ
り
一
万
八
、
九

0
0
:

-
C
A
中

央

委

よ

り

帰

っ

て

、

帰

途

ア

メ

リ

カ

各

地

を

巡

っ

た

が

p

．
で
す
。
な
か
で
も
ク
ル
ジ
ア
共
和
固
は
[

ヘ

ク

タ

ー

ル

（

ニ

ニ

巴

そ

れ

ぞ

れ

麟

宮

脇

全

中

会

長

諾

る

[

-

ー

ク

ゾ

ン

声

明

以

後

の

実

情

を

肌

に

ふ

[

―

番

率

が

高

く

喝

人

口

四

百

七

十

万

の

[

少
し
、
水
陸
稲
合
計
で
は
二
六
九
万
百
、
[
I
C
A
中
央
委
員
会
に
出
席
し
た
あ
と
ふ
れ
ろ
こ
と
が
で
ぎ
た
。
や
は
り
物
価
は
う
ち
二
千
人
を
越
え
、
人
口
十
万
人
匠
＊

0
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
」
ア
メ
リ
カ
各
地
を
訪
問
し
て
い
た
全
中
．
上
が
り
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
と
し
て
は
内
~
百
人
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ

ま
た
、
九
月
十
百
日
現
在
の
全
国
水
ぃ
宮
脇
会
長
は
、
十
月
十
八
日
帰
同
し
た
こ
瞑
の
行
苔
づ
吉
り
を
ド
ル
防
衛
と

iい
う
~
こ
の
高
齢
者
の
名
い
ソ
連
で
の
最
高

i

稲
の

i

作
柄
は
、
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
]
が
‘
記
者
会
見
で

I
C
A
中
央
委
員
会
二
形
で
外
で
大
博
打
を
や
っ
た
と
い
う
印
[
齢
者
は
、
ァ
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ヤ
ン
共
和
国

i

旬
に
か
け
て
の
全
国
的
な
低
温
、
相
次
[
の
も
よ
ぅ
な
ど
つ
ぎ
の
よ
う
陀
語
つ
た
o

」
家
で
ぁ
る
o
~

の
山
村
に
住
む
シ
ラ
リ

o
ム
ス

l
J
モ
フ
~

ぐ
台
風
被
害
た
ど
匠
よ
り
低
下
し
、
前

[

I

C

A
の

中

央

委

員

会

は

、

十

月

七

"

[

さ

ん

で

、

こ

と

し

百

月

十

九

日

匠

百

六

i

回
の
八
月
十
百
日
現
在
の
作
況
指
数
(
[
日
か
ら
九
日
主
で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
首
[

i

十
六
回
目
の
腕
生
日
を
迎
え
定
し
た
。
＂

九
八
）
を
さ
ら
陀
下
回
っ
て
九
百
の
「

i
都
プ
カ
レ
ス
ト
で
ひ
ら
か
れ
た
。
[
.
ム
ス
リ
モ
フ
さ
ん
匠
は
二
百
九
人
の
子
•

孫
、
ひ
こ
が
あ
り
、
最
年
長
の
孫
は
八
~

や
や
不
良
」
と
な
っ
た
。
~
主
要
は

を
こ
え
て
い
ま
す
。
父
親
は
百
二
{

一
'
~

が
ら
し

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

ル
ソ
ー
ス
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ソ
ー
ス

す
る
。 小

タ
マ
ネ
ギ
は
皮
を
む
き
、

り

方

溶
き
が
ら
し

に
出
し
、
タ
ル
タ 二


